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一研 究報告 一
看護学生の注射演習におけるBGMの 効果
一血圧値、心拍数、STAIに よる分析 一
池 内 香織*・ 山 田苗 代*・ 吉 岡 さお り*・ 小 笠 原 知 枝**
EFFECTS OF USING BGM DURING NURSING PRACTICE OF 
INJECTION OF NURSING STUDENTS 
- ANALYSIS ON BLOOD PRESSURE 
, HEART RATE AND 
STATE-TRAIT ANXIETY INVENTORY — 
Ikeuchi K, Yamada M, Yoshioka S, Ogasawara C. 
要 旨
本研究は、看護学生の準射演習中にBGMを 流すことが不安・緊弓長感の緩和に効果があるかどうかを、血圧値、心拍数、
不安度の変化によって検証することを目的とした実験的研究である。看護学生59名 を対象に実験群(BGM有 、n=22)と
対照群(BGM無 、n=37)に 分け、実験を行い、血圧値、心拍数、日本版STAIに よる不安度、BGMに 関するアンケー ト
調査を実施 した。その結果、以下のことが明らかになった。
1.2群 ともに収縮期血圧、心拍数は平常時と比べ、演習前に有意に上昇していた。
2.実 験群の注射演習における状態不安の増加率は対照群に比べ、低い傾向にあった。
3.音 楽の好みや感p方 、反応には個人差がみられた。
以上のことから、注射演習は血圧や心拍数 にまで影響を及ぼし、学生にとって緊張感や不安感をもたらすものであるこ
とがわかった。また、BGMは 学生の不安感情を軽減する可能性が示唆された。また、B(斗Mを 使用する際 対象の状態
や嗜好に合った音楽を選ぶことや音量を調節することが重要であり、個人差を考慮する必要性が示唆された。L
キーワー ド:BGM、.看護学生、注射演習、STAI 
Keywords:BGM;nursingstudent,practiceofinjection,STAI
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1.は じめ に
看護技術演習項目の中で、注射は学生にとって初めて人
体に針を刺入するという体験であり、心理的に最も緊張す
る演習であると考えられる。実際、注射の演習中に学生が
気分の不調を訴えることもよくある。杉山ら1)は 、注射
実習中の精神的ス トレスによる看護学生の生理的・心理的
反応を知るために、血圧値 ・心拍数および気分の変化を測
定 した。その結果、1)注 射実習で患者役 ・看護師役どの
場面においても針刺入前には血圧値も心拍数も上昇し、中
でも看護師役の注射施行前の心拍数は著明に増加 したこ
と、2)気 分の調査では 「緊張と興奮」、「不安感」が全体
的に高く、採血実習時の 「緊張と興奮」、「爽快感」、「抑う
つ感」の施行前後の変化が大きかったことを報告している。
人間はス トレスを受けると何 らかの形でス トレスを排
除しようとする、あるいはス トレスを軽減 しようとする行
動に出る。その行動がス トレスコー ピングといわれるもの
である。最近、「音楽療法」という言葉がよく聞かれるが、
音楽療法はス トレスコー ピングに効果があるという報告
が多い2～4)。古くから音楽の人への効果は知られてきたが、
Diserens.R.E.a》 は音楽が身体に及ぼす影響 として、1)代
謝の促進、2)筋 力を増加、または減少させる、3)呼吸数
を変化させる、4)循 環血液量、血圧、脈拍を変化させる
と報告 している。現在、医療現場において、透析室や手術
室、外来や病棟など様々な ところでBGM(background
music)が 使用されてお り5^'11)、音楽のス トレス場面への
応用は多岐に渡っている。そこで、BGMが 学生の筋肉 ・
皮下注射演習におけるス トレスにどのような影響を与え
るのかを明らかにするため、本研究に取 り組んだ。
n.研 究 目的
看護学生の筋肉・皮下注射演習における緊張 ・不安に関
して、BGM導 入が学生の緊張 ・不安緩和に有効かどうか
を、生理学的指標と心理学的指標を用いて検証することを
目的とする。
m.研 究方法
1.対	象者
0大 学医学部保健学科看護学専攻2年 次学生83名 のう
ち、事前アンケー ト、注射演習前後の全てのアンケー トに
回答した者59名
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2.調 査期 間
平成16年11月16日 ～平成16年12月1日

平成16年12月1日 に注射演 習実施

3.測 定用具
生理学的指標を測定する手段として血圧値、心拍数を測
定 した 。 血 圧 値 は オ ム ロ ンデ ジ タ ル 自動 血 圧 計
(HEM-722C)を 用いて測定した。この血圧計は測定結果が
血圧値、心拍数ともにデジタル表示される。
心理学的指標を測定する手段として、「特性 ・状態不安
理論」を提唱 したSpielberger,C.D.ら のSTA工(State-wait
AnxietyInventory;以 後STAIと 表す)を用いるが、本研
究では中里らによって、その信頼性、妥当性が確認されて
いる「日本版STAI」 を使用 した。状態不安 とは 「緊張 ・懸
念といった主観的感情および自律神経系の賦活 によって
特徴づけられる人間という生体の一過性の不安状態」13)
と定義されている。また、特性不安とは、「ひとが生来も
ってお り、人格特性 ともいうべき不安」13)で あり、状態
不安の強度を高めることによって反応する不安傾向にお
ける個人差と関係している。つまり、状態不安 とは"い ま"
不安な状態にあるのか、特性不安 とは"ふ だん"の 状態、
不安な状態におちいりやすいかを問うものである。STAI
はこれら2種 類の不安の程度をそれぞれ20の 質問項 目か
ら簡単に得点化できるようになっている12・13)。
BGMで 使用する音楽は事前に学生に音楽の嗜好に関す
るアンケー トを行い、その結果、学生が最も好んだ音楽ジ
ャンル(J-POP、 ピアノ音楽)に基づき、選曲した音楽を
Panasonicポ ータブルステレオCDシ ステム(RX・DT701)
でCDを 再生した。使用する曲は研究指導者2名 と研究者
で上田浩司編曲による「ピアノソロ・シネマミュージック」
を聴き、その中でテンポはゆった りとしたアンダンテの曲
で、曲調は長調のもので音域のあまり広 くないものを選曲
した。選曲した曲目および曲順は、1)ニ モの卵、2)私
のお父さん、3)初 恋、4>虹 の彼方に、5)ユ ア ・ソング
であり、5曲 を繰 り返 し流した。BGMの 音量が実習室内
に均一に流れるよう、天井埋込みスピーカー3ヶ 所から流
れるよ うに した。BGMの 音量は、 リオ ン簡易騒音計
(NA・02型)で 測定した。
BGMに 関する主観的効果を知るために、演習後に実験
群に対 してのみアンケー ト調査を行った。アンケー トの内
容はBGMが あったことに関してどのように感 じたかを
問うものであり、質問項目は5項 目である。質問1「BGM
があった方がよかったか」は「あった方がよかった」、「なか
った方 がよか った」、 「どち らと もいえな い」の3つ の選 択
肢か ら1つ 選 んで もらった。
残 り4項 目につ いて は、対尺度 を用 い、5段 階で回答 を
求 めた。質問2「 コミュニケー ションの とりやす さ」にっい
ては、 「かな りと りにくか った」か ら「かな りと りやすか っ
た」の 間で、質問3「 緊張の程度」については、「かな り緊張
が増 した」か ら「かな り緊張が緩和 した」の問で 回答 を求 め
た。質問4「 注射へ の集 中の程度 」につ いては、 「かな り気
が散 った」か ら「かな り集 中できた」の問で 、質問5「 痛 みの
程度」につ いて は、「かな り痛みが増強 した」か ら「かな り痛
みが緩和 した」の問 の5段 階で回答 を得た。
4.測	定方法
実験の手順を図1に 示 した。平常時の心理的指標 と生理
的指標を把握するため、筋肉注射 ・皮下注射演習より以前
の別の日に事前アンケー ト調査 を行 った。アンケー ト内容
は、STAI(特 性不安のみ)、普段の血圧値、心拍数、音楽の
嗜好 についてである。実験場所は大学内の実習室とし、実
験は83名 の学生を2群 に分けた。実験中、実験者とCD
デッキが対象者から見えないように、アコーディオンカー
テン等で仕切りの壁を作った。実験の時間帯は演習授業が
行われる13時 から16時 に行った。演習時は2群 別室で
行い、演習中、実験群はBGMを 流し、対照群はBGMを
流さなかった。音量は室内騒音 にプラス3・5dBが 適当と
の
されてお り、
ヒ
あらか じめ実習室内の騒音をリオン騒音計
(NA・02)で測定した結果、平均60dBで あったため、BGM
の音量は平均65dBに なるよう調節した。演習は2群 をさ
らに8・12名 ずつのグループに分け、・それぞれのグループ
に教員がそれぞれ1名 ずつ演習の指導にあたり、学生は学
生同士による筋肉 ・皮下注射実施を互いに行った。
1.演 習前に血圧値 ・心拍数を測定し、STAI(状 態不安のみ)
記入
 
1

2.筋	肉 ・皮下注射演習実施
 
1

3.演 習終了後、血圧値 ・心拍数を測定し、値を記録用紙に
記入
 
1

4.演 習終了後、筋肉 ・皮下注射実施時の気分を思い出して
もらい、STAI(状	態不安のみ)記 録用紙に記入 
d
5.演 習終了後のその時の気分をSTAI(状 態不安のみ)記録用
紙に記入し、当日の演習の感想を記入
 
1

6.実 験群のみBGMに よる主観的効果に関する質問紙にも回答
図1実 験の手順
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5.分	析方法
各群の特性不安、実験前のデータおよびデータ分散の比
較は独立2群 のt検 定を行った。また、それぞれの群にお
ける平常時、実験前後の値を比較するため、二元配置分散
分析および多重比較を行った。なお、統計解析には、統計
プログラムSPSS12.OJforwindowsを 用い、危険率5%
未満を有意差ありと判断した。
6.倫	理的配慮
研究依頼については紙面と口頭にて対象者 に直接行 っ
た。注射演習の授業であるため、演習に柬障のないよう、
学生の協力は注射演習中は行わず、注射演習前後のみ協力
を依頼した。実験参加については自由意思であり、アンケ
ー トを途中でやめることも自由であること、個人が特定で
きないようにすること、本研究以外の目的でデータを使用
しないことなどを説明した。そして、アンケー ト回答をも
って実験参加の同意を得たと考えな。また、演習指導に関
わる教員へもBGMを 使用することに関する許可を事前
に得て、実験を行った。
iv.結 果
1.対 象者の特性
本研究の対象者の血圧、心拍数、STAI特 性不安は表1
に示した。実験群では女性22名 、対照群では女性37名
であった。平常時収縮期平均血圧および拡張期平均血圧、
平常時心拍数は両群に有意差は認められず、STAI特 性不
安の平均得点においても、実験群、対照群の問に有意差は
認められなかった。
2.生 理学的指標について
収縮期血圧、拡張期血圧および心拍数に関する実験群、
対照群それぞれの値の変化について図2、 表2に 示した。
表1対 象者(実 験群、対照群)の血圧、心拍数、STAI
特性不安
実験群 対照群 
n=22 n=37
人数 22(100%) 37100%) 
収縮期血圧(平常時) M±SD 101.6±8.1 102.8±10.0 
拡張期血圧(平常時) M±SD 64.1±8.8 60.2±7.6 
心拍数(平常時) M±SD 66.3±7.8 .: 
STAI特性不安 M±SD 48.3±9.6 46.6±9.3
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収縮期血 圧値の変化 につ いては、実 験群は平常時101.6
か ら演 習前113.1へ 有意 に上昇 してお り(pく0.05)、 演 習 中
か ら演習後 で は有 意差 は認 め られな か ったが 下降 して い
る。一 方、対 照群 は平常時102.8か ら演 習前107.7へ 有意
に上昇 してお り(p<0,05)、 演習 中か ら演習後 にお いても有
意 差は認め られなかったが上昇 して いた。測定時 間による
主効果 が認 め られ(F=14.661,P=0.000)、BGM有無 と測 
1-◆ 一 実験 群
収縮 期血圧
一 実験 群
拡 張期血 圧
・-O・ 一 対 照群
亅	 収縮 期血圧
'一 △'一 対 照群 
1
i拡 張期血圧
図2BGMの 有無による血圧値の変化
定時 問の間に交互作 用 も認め られた(F=3.225,p=0.043)。
拡張期血圧 の変化 にっいては、実験群では有意差 は認 め
られなか った が、対照群で は平常時60.2か ら演 習前65.5
へ有意 に上昇 して いた(p<0.05)。測定時間 によ る主効果 は
認め られたが(F=5.53,pニ0.006)、BGM有無 と測定時 間
の間 に交互作用 は認 め られ なか った(F=0.653,p=0.505)。
心拍数の変化 につ いて は、実験群 、対 照群 ともに平常 時
か ら演習前 にお いて有意 に上昇 して いた(p<0.05)。 測定時
間 によ る主効 果 は認 め られたが(Fニ20.094,p=0.000)、
BGM有 無 と測定時 間の問に交互作用 は認 め られ なかった 
(F=0.898,p=0.410)0

3.心 理学的指標について
実験群と対照群それぞれのSTAI状 態不安得点の変化
を表3に 示した。状態不安得点については、2群 それぞれ
の平均値は演習前 と演習中の問に有意差は認められなか
った。しか し、実験群、対照群とも演習前から演習中に状
態不安得点は増加しており、対照群は実験群に比べて増加
率は高かった。また、2群 ともに演習中から演習後におい
て状態不安得点は有意に低下した(p<0.05)。測定時間によ
収縮期血圧 平常時
(m皿Hg)演 習前
演習後
拡張期血圧 平常時
(mmHg)演 習前
演習後
心拍数 平常時
(回/分)演 習前
演習後 
表2血 圧値、心拍数の平均値の変化
実験群 対照群 
n=22 n=37 二元配置分散分析
1°1.6**1°2.8 主 効 果 交互 作 用 
113.1107.7} F=14.661 F=3.225 
108.0110.4 =0 .000 =0 .043
64.1 6°.2 主 効 果 交 互 作 用 
ss.s 65.5 F=5.53 F=0.653 
..一	 65.9 =0.006 =0.505
主 効 果 交 互 作 用 
劉 髏 γ}★F=20.094p=0.000 1:':p=0.410
*:pく0 .05
表3STA工 状態不安得点の平均値の変化
実験群 対照群 
n=22 n=37 二元配置分散分析
状態不安得点 演習前52。8 55.5主 効 果 交 互 作 用 
59.81*F=91.691 F=0.597 
識1::1}★ 38.4Jrp=0.000
 p=0.552
 
*:p<0.05
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〈コミュニケーションの程度〉
かなりとりやすかった
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〈緊張の程度〉
かなり緊張が やや緊張が増した
隷蹴

緩和した ない 
42%42%
〈集中の程度〉
やや
気が散った
魚 愚

集中できた57%
 
36%

〈痛みの程度〉
かなり痛みが緩磐
饗㊥_

穩
図3BGMに 関するアンケー ト結果
る主効果 は認 め られ た(F=91.691,p=0.000)が 、BGM有
無 と測 定 時 間 の 問 に 交 互 作 用 は 認 め られ な か っ た 
(F=0.597,p=0.552)0
事前 調査 にて特性不安得点 が45点 以上で あった者 を高
不安群 、44点 以下の もの を安定群 として、実験群、対照
群 それぞれ に状態不安 得点 の変 化 を特性 不安 レベル と測
定時間について二元配置 分散 分析 を行 った。実験群は高不
安群n=16,安 定群n=6で あ り、対照群 は高不安群n=22,
安 定群n=15で あった。分析 の結果 、実験群、対照群それ
ぞれの高不安群 、安定群 ともに測定時間 によ る主効果は認
め られ た(F=30.3,p=0.000,Fニ53.661,p=0.000)が、実
験群 、対照群それぞれの高不安群、安定群 ともに交互作用
は 認 め られ な か っ た(F=0.628,p=0.539,F=0.342,
pニ0.712)。 また、多重比較では両群それぞれ演習 中か ら演
習 後 に お い て 状 態 不 安 得 点 は 有 意 に低 下 して い た
(pく0.05)。 演習前か ら演習 中にお いて、実験群 の高不安群
と対照群の高不安、安定群 は状態不安得点が有意差は認め
られなかったが増加 してお り、実験群 の安定群 は逆 に減少
していた。
4.注 射演習 、BGMに 対す る主観的評価
注射演 習 を終 え た後 の感 想(自 由回答)は 以下 の とお り
であった。実験群 は15名 の回答が得 られ 、内容は8件 で
あ り、「終わ ってほっと した(4)」、「緊張 した(3)」、「で きて
よかった、注 射が好 きになった(2)」、「楽 しか った(2)」、「落
ち着 いて できた(1)」、 「音楽が流れて いたので リラックス
できた(1)」、「注射の奥深 さを考える良 い機会 とな った(1)」、
「痛 かった(1)」で あった。対照群 は20名 の回答が得 られ、
内容は12件 あ り、 「緊張 した(6)」、 「疲れた(2)」、「終わ っ
て ほっとした(2)」、 「う まくで きた(2)」、 「思 った よ り緊張
しなか った(1)」、 「思 ったよ り痛 くなか った(1)」、 「楽 しか
った(1)」、 「怖か った(1)」、 「も うや りた くな い(1)」、 「難
しか った(1)」、 「今後が 心配(1)」、 「自信 をな くした(1)」で
あ った。
BGMに 対す るア ンケー ト結果 は、「BGMが あったがあ
った方が よか ったか」 の質 問につ いて は、 「あった方 がよ
か った」が65%、 「なかった方がよか った」が3%、 「ど
ち らともいえな い」が32%で あった。そ の他 の質問項目
の結果 は図3の とお りであ る。
V.考 察
1.BGMに	よる看護学生の注射演習時における不安緩和
血圧値、心拍数の変動については、平常時に比べ、実験
群、対照群ともに演習前に収縮期血圧と心拍数は有意に上
昇していた。そして、STAI状 態不安は実験群、対照群と
もに演習中の状態不安得点が高く、演習後に有意に低下し
ていた。これ らの変化は、皮下 ・筋肉注射演習が、学生に
とって強い緊張感や不安を感 じさせた結果であると考え
られる。
STAI状 態不安は実験群、対照群ともに演習前の状態不
安得点は非常に高く、岡部15)の 看護学生の注射実施前の
不安についての研究で、注射前のSTAI状 態不安得点が有
意に高かったという結果と同様であり、先行研究の結果を
支持するものとなった。
演習前後では実験群、対照群ともに血圧値、心拍数に有
意な変化を認めなかった。杉山ら1)は 、看護学生の注射
実習における生理心理指標の変化を測定してお り、安静時
に比較し、演習前後の血圧値、心拍数は有意に上昇してい
た ことを示 してお り、針を刺す直前の血圧値、心拍数が直
後の測定値と比較 して高かったと報告している。この報告
か ら、本研究では、演習中の血圧値、心拍数を測定してい
ないが、演習中の学生の血圧値、心拍数は演習前よりも上
昇 していたと考えられる。対照群では、演習前よりも演習
後の収縮期血圧が上昇しているが、これは演習中の血圧値
がかな り上昇 していたために、演習が終わ り、緊張が緩和
しても演習前よ りも演習後の値が高 くなったと考えられ
る。また、実験群では、演習前より演習後の方が血圧値、
心拍数ともに低 くなってお り、演習中の血圧値、心拍数の 
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上昇が対照群よ り抑制されていた と考えられる。また、有
意差は認められなかったが、実験群では対照群に比べ、注
射演習前か ら演習中における状態不安得点の増加率が低
かった ことから、BGMは 学生の状態不安の上昇 を抑制し
たと考えられる。これ らのことから、BGMは 注射演習に
おける学生の不安感情を緩和 し、不安や緊張による学生の
生理的反応を抑制する効果があることが示唆された。
特性不安の得点別 に状態不安得点の変化をみた結果、実
験群の安定群においては、演習前より演習中の状態不安得
点が低く、BGMに よって不安が緩和されたと考えられ、
高不安群では対照群の安定群、高不安群と同様、演習前よ
り演習中の状態不安得点が高く、特性不安 レベルが高い者
にはBGMの 効果が出にくいことが示唆された。
注射演習後の感想は、BGMを 流した実験群では「終わ
ってほっとした、注射が好きになった、落ち着いてできた、
楽しかった」など注射演習に対 して肯定的な感情を持って
吟た学生が多かったが、BGMを 流さなかった対照群では
「緊張 した、疲れた、怖かった、もうやりたくない、今後
が心配」など否定的な感情を持っていた学生が多かった。
このことから、BGMは 学生の注射演習に対する否定的な
感情を打ち消す、あるいは肯定的なものに変え得る作用が
あるのではないかと考える。
今回の実験では学生の演習授業を優先するため、演習中
の生理学的指標 を測定することや実験群、対照群の人数を
合わせることができなかった。BGMが 看護学生の生理学
的・心理学的不安状態に何 らかの影響を与えたことは事実
であるが、今後、対象の人数を合わせて、演習中における
生理学的指標を測定し、再実験を行い、今回の研究結果と
比較、検証する ことにより、BGMの 効果をより明確にす
ることが重要であると思われる。
2.音	楽に対す る反応の個人差
BGMの 主観的効果を評価するために、実験群には注射
演習後、BGMに 関するアンケー トを実施した。
その結果、半数以上の学生が「BGMが あった方がよか
った」、「緊張が緩和 した」、「集中できた」と回答していた。
一方、少数ではあるが「BGMが なかった方がよかった」、
「やや緊張が増 した」、「やや気が散った」と答えた学生もい
た。このことから、音楽に対する反応に個人差が示唆され
たと考える。下村 ら16)は 「好みの音楽」を聴くことがス ト
レス緩和に効果があると述べてお り、本研究では事前に学
生の音楽の嗜好を調査 し、最も好まれた音楽を選択 したが、
個人差を考慮し、対象に合う音楽を選曲することがBGM
の効果を最大限に活かすためには必要であるといえよう。
Vl.結 論
本研究では、皮下 ・筋肉注射演習における不安 ・緊張と
BGMに よる学生の反応を知るために血圧値 ・心拍数およ
びSTAIを 測定した結果、以下のことが示唆された。
1.皮	下 ・筋肉注射演習において、BGMの 有無に関わ ら
ず、演習前には収縮期血圧と心拍数は平常時より増加
していた。このことから、注射演習は学生にとって緊
張感や不安感をもた らし、血圧や心拍数にまで影響を
及ぼす。
2.BGMを	流すことで、学生の注射演習における状態不
安の上昇を抑制し得る。
3.音	楽の感 じ方や好み、友 応には個人差があるので、対
象者の状態や嗜好に合った音楽を選曲することや音量
を調節することが重要である。
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EFFECTS OF USING BGM DURING NURSING PRACTICE OF 
INTRAMUSCULAR AND SUBCUTANEOUS INJECTION OF 
NURSING STUDENTS 
-ANALYSIS ON BLOOD PRESSURE 
, HEART RATE AND 
STATE-TRAIT ANXIETY INVENTORY-
Kaori Ikeuchi, Mitsuyo Yamada, Saori Yoshioka, Chie Ogasawara 
ABSTRACT 
This study is an experimental investigation aiming to verify the effect of mitigating the sense of anxiety and 
tension if some BGM is played during injection practice of nursing students, through the observation of their blood 
pressure, heart rates and level of anxiety. First, a total of 59 nursing students were divided into 2 groups; an 
experimental group (with BGM, n=22) and a control group (without BGM, n=37), second, the experiment was 
conducted to measure the blood pressure, heart rates and third, the Japanese version of STAI and a questionnaire 
survey about BGM was conducted. On the basis of such results, the followings became apparent: 
1. It 	was observed that, in both groups, the blood pressure and heart rates rose significantly during practice in 
comparison to those before practice session. 
2. The increase 	rate of State anxiety during injection practice was low in the experimental group in comparison to 
the control group. 
3. Differences among individuals were observed in the tastes of music, feelings and responses. 
Taking these points into consideration, it becomes apparent that injection practice has an impact even on 
students' blood pressure and heart rates and makes them more stress and anxious. Moreover, it was suggested 
that BGM may be able to ease the nursing students' sense of anxiety. In addition, it was suggested that it is 
important to choose the music, which suits the psychological conditions and tastes and to adjust the volume and also 
that it is necessary to consider the difference of individuals, when playing some BGM. 
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